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（監修：株式会社 住まいと保険と資産管理） 

 

▼目次 

 

ｐ.2  はじめに 

ｐ.3  グラフの見方 

ｐ.4  ㎡単価の目安、図面の見方 

ｐ.5  東京 23区の自然災害の予測 

ｐ.9  東京 23区の中古マンションの分析 

ｐ.64 まとめと考察 

ｐ.67  さいごに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

▼はじめに 

 

3月下旬から「住まいと保険と資産管理」でインターンシップをさせていただいている、

明治大学商学部商学科 2年の上野純平と申します。 

 

テレビや雑誌でファイナンシャルプランナーに関する記事等を読み、ファイナンシャル

プランナーに興味がありました。資格を取るために勉強をしていて、今回の FP事務所

でインターンシップが出来るという話があり、実際の現場を見てより理解を深め、社会

勉強をしたいと考え応募しました。 

 

ファイナンシャルプランナーというと日本ではまだまだなじみがない職業だと思いま

す。ライフプランにおけるさまざまな不安の相談に乗り、理想の人生を送るサポートを

する専門家は、これからの日本において必要だと思います。年金の問題や高齢社会など

不安な要因はたくさんあり、将来的にファイナンシャルプランニングのサービス普及が

進むことを期待しています。また、ファイナンシャルプランナーの業務が広がることで、

現在よりも金融教育が普及して、多くの人が自分の人生をより豊かにできるようになれ

ばと願っています。 

 

今回のインターンシップではファイナンシャルプランナーの業務について学ぶだけで

はなく、ほかにも重要なことを吸収できたと感じます。 本社スタッフの皆さんにイン

タビューをする上でコミュニケーションの取り方を自然と学び、豊富な社会経験を聞き、

社会人としての生き方などを少しでも吸収することが出来ました。この経験をこれから

の人生で役立てていきたいです。 

 

今回のインターンシップ中に取り組んだ課題は『東京 23区の過去 1年間の成約データ

に基づき、地域ごとにおける中古マンションの様々な特徴や法則を分析する』ことでし

た。昨年は 3 月 11日の震災が人だけでなく社会経済にも影響を及ぼし、価値観などに

変化があるはずです。そのため震災に関連した情報も多く取り入れるようにしました。 

 

今回のレポートが、これからマンションの購入や売却を考える人たちの役に立てれば、

たいへん嬉しいです。またそうなることを願っています。 
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▼グラフの見方 

 

このグラフは過去 1年間に成約が行われたマンションの取引を表したものです。 

 

横軸は築年数を表し、縦軸は㎡単価（万円/㎡）を表しています。 

 

青い■はその区が分類される大きな地域（都心 5区など）における全体の成約件数を表

しています。緑の●はその区内で成約した数を表しています。赤い▲はその区内で成約

した築 20年以上の物件の数を表しています。 

 

このグラフの緑の●と赤い▲の分布がカーブを描きこのカーブによって㎡単価の変化 

がどのように進んでいくかを予想することが出来ます。 

築 20年以降から価値の減少が落ち着くことが多い。 

 

同じ築年数で㎡単価にばらつきがあるものは、駅からの距離や間取り、グレードの違い

などの様々な要因があるため発生していると思われます。 
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▼㎡単価の目安の見方 

 

 

 

 

 

 

この表は先程の成約件数のデータを基に㎡単価がどのように推移するかを大まかにま

とめたものです。グラフの分布にまとまりがないものもあるため、同じ築年数のなかで

極端にかい離している物件を除いた㎡単価の平均を書いています。該当の築年数に分布

があまりない場合は前後の築年数と㎡単価から予想した値を（）で書いています。 

 

 

▼成約物件の図面の見方 

 

今回使用した図面は中古マンションの中で需要が高いとされる駅から徒歩 10分、築 10

年～20年のマンションで55～65㎡の面積で過去1年間に成約があったものを選んで載

せました。 

築年数に関しては価格がある程度落ち着く築 10年を上限に設定し、1981年における新

耐震基準や住宅ローン控除の適用を考え下限を築 20 年にしました。この図面で大まか

なイメージを掴んでいただければ幸いです。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 120万 

築 10年 80万 

築 20年 （60万） 

築 30年 50万 
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この図は東京都の地盤の揺れやすさを表している。 

多摩地域のほうは揺れにくくなっているが、東京湾沿岸部に近づくにつれ、揺れやすく

なっている。また荒川沿いの地域も非常に揺れやすくなっていることがわかる。 

 

23区内はおおむね揺れやすい傾向にあるため地震対策の施されている住宅選びが重要

である。 

 

次に東京都の主な震度の分布を表した図を用いて、23区の地震について考察します。
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東京大学地震研究所 

左の図は東京湾北部地震（M7.3）が発生したときの震度の分布図である。 

先程の地盤の揺れやすさに比例して、多摩地区では 5 弱程度、23 区では 6 強が発生する地域

が多くみられる。 

 

しかし、右の図の東京大学地震研究所の調査によると、震源域が以前に予想されていた地点よ

りも浅いことが判明し、震度 7が発生する地域が現れた。 

主に都心 5区や湾岸部に発生すると予想される。 

 

これら地域に住宅購入を検討する場合は耐震性などの地震に対する対策がより重要になって

くると考えられる。 

 

次に地震によって発生する液状化現象を想定して考察します。 
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この図は東京湾北部地震（M7.3）が発生したときの液状化現象の発生を想定したもの

です。 

ピンク色になっている地域が液状化の発生する可能性が高い地域となっています。 

地盤の揺れやすさ、震度の分布と同様に沿岸部、また荒川や隅田川沿いの地域で注意が

必要です。液状化対策にはお金がかかるので、よく考えた住宅購入が必要です。 

 

次に地震の揺れと液状化によって発生する全壊建物棟数を図によって考察します。 
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この図は東京湾北部地震（M7.3）が発生した場合の揺れと液状化によって発生する全

壊建物棟数を表しています。 

全壊が発生する地域は東京都内でも 23区が主になっていて、ほぼ全域で 

全壊する建物がみられる。特に多く発生する地域は 23区東部や荒川区、台東区で

100-400棟の全壊を表す赤いエリアになっている。 

古い建物の倒壊だけではなく、地盤が弱いため耐震強度を満たしている住宅でも倒壊の

危険性は高い。 
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▼都心 5区（千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区） 

特徴 

1990 年前後の中古マンションの成約件数が少なくなっており、これはバブル期に土地

価格が高騰したためオフィス用の物件しか供給されなかったことが推測できる。 

そのため 1970～1985年、1995年～現在の物件に大きくわけることができる。 

㎡単価は全体的に高い傾向にあることがわかる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は直近 2年間の成約したマンションの平均成約価格、平均㎡単価、平均専有面積

をグラフにしたもので、昨年の 3月震災の前後を見てみると 2011年 3月以前は横ばい

であったグラフが、2011 年 6 月～8 月に成約した物件では㎡単価も下がり、成約価格

も大きく下がっている。しかしその後は回復傾向にある。 

全体の成約件数は 200件程度減少している。 

そのため値段が下がってもマンションを買う人が減少したといえる。 

 

震災の影響でマンション価格の低下がみられ、現在は回復傾向にあると予想できる。 
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千代田区 

 

特徴 

2000 年以降に建てられた築年数の浅い物件か 1985 年以前の築年数の経過した物件に

分けることができる。成約した物件のうち 20年以上経過した物件は 43％を占める。 

都心 5区の平均では 34.3％なので千代田区内の築 20年以上の物件の成約は多いといえ

る。㎡単価は築年数の 10 年までの物件は 50 万～80 万円が主で、20 年超の物件は 30

万～60万円が主になっている。築年数が 20年以上経過すると価格は落ち着く。 

23区内で成約件数が最も少ない。 

 

昨年のグラフと比較すると 20 年以上経過した物件の成約件数が減少したことで全体の

成約件数に若干の減少がみられた。㎡単価も 5～10万円程度の低下がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 120万 

築 10年 80万 

築 20年 （60万） 

築 30年 50万 
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成約物件の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると千代田区南部、東部が 1ｍ未満

の浸水の可能性あり。一部有楽町、秋葉原、神田などの地域で 1～2ｍの浸水の可能性

があります。 

 

地震に関しては震度 6強～7クラスの地震が発生することもあり、東部の一部地域で液

状化の発生する可能性がある。 

㎡単価 69.5万円 2LDK 1998年築 
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中央区 

 

特徴 

築 10年くらいまでは㎡単価 60万円の価格帯が主であるが 80万円の価格帯もあり幅広

い。また 20 年以上経過した 30 万円前後の価格帯とに分けることができる。20 年以上

経過した物件の成約率は約 18％で都心 5区の平均と比べるとかなり低めである。 

20年経過すると単価は落ち着く。全体的に都心 5区内では㎡単価は低い。 

 

昨年のグラフと比較すると全体の成約数が 30件程度減少したが、20年以上経過した物

件の成約件数に変化はほとんどなかった。㎡単価は築 30 年以上の成約物件の㎡単価が

10万円近く下がっており、旧耐震基準のマンションに対する需要低下がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 80万 

築 10年 60万 

築 20年 50万 

築 30年 35万 
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成約物件の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㎡単価 53.9万 2LDK 2000年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で震度 7クラスの可能性があります。 

液状化に関しては区内ほぼ全域で液状化する地点があります。 
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港区 

 

特徴 

築年数の浅い物件の㎡単価は 50万～100万円の価格帯が主で、20年以上経過した物件

は 30万～70万円が主になっている。成約物件は築 20年以上の物件が約 35％で都心 5

区の平均とほとんど同じとなっている。価格帯は都心５区の中では最も高くなっていて

100万円を超える物件も多く存在している。価格帯も幅広く豊富な物件がある。 

築 20年が経過すると㎡単価に値下がりがあまり見られない。 

 

昨年のデータと比較すると成約物件数に 100件程度の減少が見られたが築 20年以上の

成約件数にあまり変化はない。成約物件の㎡単価にもあまり変化は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 110万 

築 10年 80万 

築 20年 60万 

築 30年 50万 
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成約物件の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると港区では中央区よりの北東部

で１ｍまで浸水の可能性があります。 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては東部の一部地域で液状化の可能性があります。

㎡単価 79.3 2LDK 1998年築  



16 

 

新宿区 

 

特徴 

築年数の浅い物件の㎡単価は 40 万～80万円で 20 年以上経過すると 30万～60 万円と

なる。成約物件のうち築 20年以上の物件は約 37％で都心 5区の平均より 3％ほど高く

なっている。 

 

昨年のグラフと比較すると全体の成約件数には変化が見られないが、築 20 年以上の物

件の成約件数が 40件程度減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 80万 

築 10年 60万 

築 20年 50万 

築 30年 40万 
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成約物件の一例 

 

㎡単価 49.9万 2LDK 1998年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生の可能性はあまりありません。 
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渋谷区 

  

特徴 

築 10年くらいまでは 60万～100万円の価格が主で 10年を過ぎると 40万～80万円く

らいの物件が増えてくる。20年以上経過すると 30万～60万くらいが主になってくる。 

成約物件のうち築 20年以上の物件は約 42％で都心 5区の平均と比べてかなり高めであ

る。その中で 90 万円を超える物件も取引されている。築 20 年を超えたあたりから価

格は安定してきている。 

 

昨年のグラフと比較すると全体の成約件数は 50件程度減少している。そのうちの 30 

件は築 20年以上の物件である。 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ （100万） 

築 10年 70万 

築 20年 55万 

築 30年 50万 
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成約物件の一例 

 

㎡単価 78.7万 1SLDK 2000年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生の可能性はあまりありません。 
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【中古マンション選びのポイント】 

1.建てられた年代に注意する 

中古マンションを選ぶ際に 1981年 6月 1日に施行された「新耐震基準」を満たして

いることが前提である。そのとき建物確認申請が 1981年 6月 1日以降であることが

重要である。新耐震基準とは 1978 年の宮城県沖地震をきっかけに設定され、震度 5

では構造躯体に損傷を受けないもの、震度 6強～7程度では倒壊・崩壊しない事を目

指している。 

 

2.建物の外観 

まずひと通り周囲を確認し、建築の形状や外壁を把握する。 

マンションにはラーメン構造（柱と梁で支える形式）と壁式構造（壁と床で支える形

式）があり、これらを組み合わせて使用すると地震の際につなぎ目にあたる部分に被

害が出やすい。またピロティ―構造や複雑な形状の建物にも注意が必要である。 

建物の形状は長方形でシンプルな方が良い。 

外壁ではひび割れやタイルの剥がれにも注意する。 

 

3.エントランス周辺 

駐車場や専用庭、エントランス周辺などの清潔さや整理状況を見ることで居住者のマ

ナーや意識がわかる。またエントランス前に自転車が放置されていたり、敷地内に駐

車禁止の看板が多いところも要注意。 

 

4.共有部分の維持管理 

共有部分が機能的に作られ維持管理がしっかりされているかでマンション全体の快

適性や耐久性も決まってくる。廊下や階段では壁や天井のひび割れ、タイルの剥がれ

がないか確認。また手すりや金属部分に錆がないかも確認すること。これらの原因が

水漏れだった場合放置しておくと鉄筋が膨張しコンクリートが押し出される爆裂現

象が起きる可能性がある。 

 

ｐ. 32に続く・・・
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▼23区東部（墨田区、江東区、足立区、葛飾区、江戸川区） 

特徴 

23区内では最も㎡単価低い地域で、また成約物件数は 23 区内で最も多くなっている。 

価格帯も幅広くマンションの購入が最もしやすい地域だと考えられる。 

しかし荒川の洪水による被害を最も受けやすい地域であるといえる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は直近 2年間の成約したマンションの平均成約価格、平均㎡単価、平均専有面積

をグラフにしたもので、23 区内で最も㎡単価が安くそれでいて専有面積も最も広い事

がわかる。そのためマンションの建物単体で考えたとき割安感があり消費者にとって非

常に買いやすい地域である。 

 

震災後のグラフを見るとそれまで上がっていた㎡単価が下落し 3 月以降横ばいになっ

ている。震災が㎡単価下落のきっかけになったと考えられる。また震災後横ばいという

事は回復には至っていなく、洪水等の防災意識の向上も影響しているのではないかと考

える。 
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墨田区 

  

特徴 

築年数の浅い物件の㎡単価は 40 万～60 万が主で年々値下がりが見られる。築年数が

10年経つと 30万～50万円となり 20年経過すると 30万～40万、そしてそれ以降も減

少しているが比較的緩やか。成約物件のうち 20 年以上の物件は約 29％を占め、23 区

東部の平均と比べると若干低めである。 

 

昨年のグラフと比較すると大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 60万 

築 10年 45万 

築 20年 35万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

㎡単価 40.6万円 2LDK 1999年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると区内ほぼ全域で 2～5ｍの浸水

の可能性があります。東部の一部地域で 5ｍを超える地域もあり、区役所周辺は 0.5ｍ

と比較的少ない被害で済むと予想されている。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 



24 

 

江東区 

  

特徴 

築年数の浅い物件の㎡単価は 70 万～90万円くらいで 10 年経過すると 40 万～60 万円

程度で 10年で大きく下がる、20年以上経過すると 20万～40万円と 

成約件数は築 20年以上の物件が 28％を占め 23区東部の平均よりも若干低めである。 

23区東部では㎡単価は高い地域となっているが～10年までの値下がり幅は大きい。 

昨年のグラフと比較して成約件数は 50件の減少が見られ、そのうち 30件は築 20年以

上の物件である。 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 80万 

築 10年 45万 

築 20年 30万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

 

㎡単価 46.4万 3LDK 2001年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると北東部では 2～5ｍ、北西部は

0.5～2ｍの浸水予想。しかし南部の埋め立て地は被害がないため避難可能。 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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足立区 

  

特徴 

23区内で㎡単価はもっとも低い地域となっている。 

築年数の浅い物件の価格帯は 30 万～40 万円で、10 年経過すると 20 万～30 万円くら

いになる。20年以上経過すると 10万～30万円になる。成約物件のうち築 20年以上の

物件は約 40％を占めている。 

 

昨年のデータと比較すると築 20年以上の成約物件の割合が 6％も上昇している。 

築 20年までの㎡単価に若干の低下がみられる。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 40万 

築 10年 30万 

築 20年 25万 

築 30年 20万 
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成約物件の一例 

 

㎡単価 29.6万円 3LDK 2001年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると北部地域は 1ｍ未満、それ以外

の地域は 1～5ｍの浸水が予想されます。 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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葛飾区 

 

特徴 

築年数の浅い物件は取引数が少なく、5年経過すると㎡単価の価格帯は 30万～50万円

となり、10 年経過すると 30 万～40 万になる。20 年以上経過すると 20 万円前後とな

る。成約物件のうち築 20 年以上の物件は約 38％を占め最も 23 区東部では高くなって

いる。また 23区東部の平均と比較しても高くなっている。 

㎡単価は 23区内でもかなり低くなっている。 

昨年のグラフと比較すると築 20 年以上の成約物件の割合は 6％上昇しているがその価

格帯は㎡単価 5万円程度安くなっている。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 50万 

築 10年 35万 

築 20年 25万 

築 30年 20万 
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成約物件の一例 

㎡単価 35.1万 3LDK 1995年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると西部地域で 2～5ｍの浸水、東

部の内更に東部では浸水の可能性はほぼない。その他の区内では 1ｍ未満の浸水及び 2

ｍの浸水になる可能性がある地域もある。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。



30 

 

江戸川区 

  

特徴 

築 5年までの物件では成約件数は少なく 5年～10年以上経過すると㎡単価 40万円前後

の物件が多くなる。15年以降では 30万円前後の単価となる。 

成約物件のうち築 20 年以上の物件は約 37％を占めていて、23 区東部の平均とほぼ同

じくらいになっている。 

23区内でも㎡単価は低い方である。 

 

昨年のグラフと比較してもあまり変化は見られない。 

築 10年を過ぎたあたりから㎡単価は安定してきている。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 50万 

築 10年 40万 

築 20年 30万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

㎡単価 41.3 2LDK 1999年築 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると葛西南部地区、大島小松川公園

を除くほぼ全域が浸水。区内を通る新中川以西の地域はほぼ 2～5ｍの浸水、以東の地

域は比較的 1ｍ未満の地域が多いと予想される。その他地域は最大で 2ｍ程度の浸水が

予想される。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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【中古マンション選びのポイント】 

 

5.水回りの床下と浴室の天井裏 

部屋に入ったら扉や窓、襖など建具など動かせるものはすべて動かす。サッシの開閉や

引っ掛かり、きしみがないかを確認する。 

水回りでは蛇口からしっかり水が出るか、給湯機が作動するか、照明がつくかを確認す

る。洗面台やキッチンシンクの下、浴室の天井に点検口があるので、のぞいて確認する

ことも重要である。床下の場合は水漏れや配水管の状態を確認し、浴室では上階からの

水漏れや換気扇とダクトがくっついているかを確認する。 

 

6.リフォームを考える前に 

リフォーム済み物件の中には表面上の美装をしている物件もあるため注意が必要。 

壁式構造では壁の撤去や移動ができずラーメン構造の物件の方がリフォームがしやす

い。またリフォームをする上で建物一層分の高さである階高がポイントとなる。 

二重天井や二重床にするには階高が 2900ミリメートル以上が望ましい。 

 

7.管理組合と修繕履歴 

マンション所有者の管理の実態や意識の高さを確認する。管理組合自体が取り組んでい

るマンションもあれば管理会社に任せきりの場合もあるので事前に確認する必要があ

る。管理組合の総会議事録で収支や大規模修繕の予定、過去の修繕履歴も記録されてい

るので適切なタイミングで行われているか、管理費や修繕積立金の未納者がいないかを

確認する。また、長期修繕計画によっては積立金の引き上げや一時金の追加もありえる

ため注意が必要。 

 

 

中古物件を選ぶ際は積極的に情報を収集し、これらのポイントを自分で確かめてから購

入することが必要である。 
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▼23区北部（文京区、台東区、豊島区、北区、荒川区） 

特徴 

23区内で㎡単価がちょうど真ん中の地域である。 

23区東部は㎡単価にばらつきがあり、特に築 20年以上の物件で目立つ。 

その割に築 20年以上の成約物件の割合は 33.9％と 23区内では低くなっている。 

また中古マンション全体の成約物件数も最も低くなっている。 

特に築 30 年以降の成約物件が少なくなっており、旧耐震基準の物件の需要が低下して

いると思われる。 

これらから 23 区北部は中古マンションに価格のバリエーションはあるが人気がない、

または中古マンションの総数自体が少ないのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は直近 2年間の成約したマンションの平均成約価格、平均㎡単価、平均専有面積

をグラフにしたもので、順番に平均が 3000万円、53万円、55㎡である。そのため 23

区内では 23 区北部は最も平均的な地域となっている。震災のあった 2011 年 3 月以降

でグラフに大幅な下降はみられないが 2011年 6月以降から徐々に下降している。 

成約物件数や築 20年以上の成約物件割合も昨年と比較してもほとんど変わらないため 

中古マンションのニーズが㎡単価の低い、また専有面積の小さいマンションへと変化し

ていったと考える。もしくは単にマンション価格の値下げが起きたと考える。 
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文京区 

  

特徴 

どの築年でも高価格の物件が成約している。また、築年数が経過するにつれてばらつき

が多くなる。23区北部での価格帯はもっとも高くなっている。 

主な価格帯は築 5～10 年で㎡単価 60 万～70 万円となっていてそれ以降は 30 万～40

万円である。成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 37％を占め 23 区北部の

平均より若干高めである。 

23区北部では築 30年以降の物件で成約件数が多くなっている。 

 

昨年のグラフと比較すると成約件数は 10％減少している。 

㎡単価は 5万円程度の下落がみられた。 

築 10年を過ぎたあたりからも値下がりが目立つが、20 年以降の値下がり幅は小さい。

 ㎡単価の目安 

新築～ 90万 

築 10年 65万 

築 20年 45万 

築 30年 40万 
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成約物件の一例 

㎡単価 65.3 3LDK 1996年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては一部地域で液状化の発生する可能性がある地点があります。 
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台東区 

  

特徴 

主な価格帯は築 5年～10年で㎡単価 40万～50万円前後、20年以上経過するとばらつ

きはあるものの 30万前後になっている。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 30％を占め 23 区北部の平均よりも若

干低くなっている。 

築 30年以降の成約物件数が圧倒的に少ない。 

 

昨年のグラフと比較すると成約件数は 10％減少しているが他に変化は見られない。 

 ㎡単価の目安 

新築～ （60万） 

築 10年 50万 

築 20年 35万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

 

㎡単価 43.2万 2SLDK  1996年築 

 

自然災害に対する注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると上野公園、谷中墓地一帯を除く

ほぼ全域で 2～5ｍの浸水が予想されます。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては西部を除く全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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豊島区 

  

特徴 

23区北部では価格帯は高めになっている。 

価格帯は築年数の浅い物件で㎡単価 50 万～70 万円、築 10 年 40 万～50 万、築 20 年

以上にはばらつきはあるものの 30万～40万円となっている。 

成約物件に占める築 20年以上の物件の割合は約 37％を占めている。 

築 30年以降の成約物件数が 23区北部でもかなり多い地域である。 

 

昨年のグラフと比較すると成約件数は約 20％上昇しているが、築 20年以上の物件の割

合は 4％減少している。 

㎡単価に関しては一般的な下がり具合である。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 80万 

築 10年 60万 

築 20年 40万 

築 30年 35万 
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成約物件の一例 

㎡単価 52.9万 3LDK 1999年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性はほぼないと予想されます。 
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北区 

  

特徴 

23区北部では価格帯は低めになっている。 

価格帯は築 10 年くらいまでは㎡単価 35 万～50 万となっている。築 20 年以上ではば

らつきはあるものの 30万円前後となっている。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 31％を占め 23 区北部の平均とほぼ同

じくらいである。 

 

昨年のグラフと比較してもあまり変化は見られない。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 60万 

築 10年 50万 

築 20年 40万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

㎡単価 45.8 2LDK 1996年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると志茂駅周辺と浮間舟渡駅～北

赤羽駅周辺では 5ｍ以上の浸水の可能性がある。区内を通る京浜東北線以北と環八以東

の地域に関しては 2～5ｍの浸水が予想されます。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては西部を除く全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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荒川区 

  

特徴 

23区北部では価格帯は最も低くなっている。 

価格帯は築年数の浅い物件には㎡単価 80 万を超える物件も存在しているが、主には築

5～10年では 40万前後である。築 10年～20年では 30万前後、それ以降は 20万前後

となっている。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 29％を占め 23 区北部の平均と比較し

ても 5％程度低くなっている。その中でも築 30 年以上の成約物件数はかなり少なくな

っている。 

 

昨年のグラフと比較すると成約件数には変化はないが全体的に㎡単価は 5～10 万円程

度減少傾向にある。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 60万 

築 10年 40万 

築 20年 30万 

築 30年 25万 
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成約物件の一例 

㎡単価 36.3万 3LDK 1997年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると北区沿いの南東部を除き区内

ほぼ全域で 1ｍ以上の浸水、隅田川沿いは 2～5ｍの浸水が予想される。 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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【浦安市における液状化の影響】 

 

平成 24年 3月 22日に平成 24年（2012年）1月 1日時点の地価公示（公示地価）が 

国土交通省より発表されました。発表されたデータによると浦安市高須、今川ではマイ

ナス 15％程度の地価の低下がみられました。これは 2011年 3月 11日に起きた東日本

大震災の影響が大きく表れている。 

 東日本大震災の半月前にも地震があったニュージーランドでは、地震のたびに同じと

ころで液状化が繰り返したという。 

数年以内に首都直下型の大地震が来ることが予想されるためさらに再液状化の危険性

が高くなっている。 

 

浦安市では市内の約 85％で液状化が発生し、住宅 9000棟が被害を受けた。人口統計で

は 19～35歳人口が 2400人も減少する事態となった。 

 

現在では住宅地として人気の土地でもこのような災害で人々の価値観は大きく変化し、

安全性をより重視した住宅選びがされる時代となったといえるだろう。 

 

2012年3月23日時点で浦安市の住民と三井不動産の間で液状化の対策がなされていな

かったという訴訟が発生し、争っている最中である。 

このようなことに巻き込まれないためにも地域の地盤の安全性を調べたり、物件の耐震

性、安全性を確認したうえでの住宅選びを行いましょう。 
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▼23区西部（中野区、杉並区、板橋区、練馬区） 

特徴 

23 区内で築 20 年以上の成約物件の割合が 41％近い最も割合の高い地域である。全体

の成約物件数自体は 1862 件と 23 区内では少ない方であるので 23区西部は築 20 年以

上の物件に特化していると考えられる。築 30 年以降の物件が多く存在し、また築 40

年以上の物件も存在していて中古物件の市場は大きいと考えられる。 

また同じ築年数の物件でも幅広い㎡単価があり、物件のバリエーションは豊富と考えら

れる。板橋区や練馬区では築 10 年からの値下がり幅は小さくなっていて㎡単価自体も

23 区内でも低い地域となっている。これらのことから 23 区西部は築 10 年以上の中古

マンションを買いやすい地域であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は直近 2年間の成約したマンションの平均成約価格、平均㎡単価、平均専有面積

をグラフにしたもので、震災のあった 2011 年 3 月以降徐々に㎡単価が下がっている。

しかし専有面積に変化がないため単に震災以降の需要の低下による値下げ、またはグレ

ードの低いマンションにニーズが移ったということが予想される。 

またグラフはこの 2 年間ほぼ横ばいで震災による住宅不安があったにも関わらず大き

な影響は受けていないようにも思える。そのため中古物件の値下がりは少ない地域であ

ると考える。 
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中野区 

  

特徴 

価格帯は築年数が 10 年くらいまではばらつきがあるものの㎡単価 60 万円前後が主に

なっていて、20 年くらいでは 45 万円となっている。築 20 年以降ではばらつきがある

ものの 35万円となっている。この地域は幅広い種類の物件があるといえる。 

成約物件を占める築 20 年以上の物件の割合は約 33％で 23 区西部の平均を大きく下回

っている。 

成約物件のばらつきはバリエーション豊かな物件のある地域、もしくは駅からの距離の

違いが大きくあると考える。 

 

昨年のグラフと比較すると成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合が 5％程度減少

している。㎡単価にあまり変化は見られない。 

 ㎡単価の目安 

新築～ （70万） 

築 10年 60万 

築 20年 40万 

築 30年 35万 
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成約物件の一例 

㎡単価 60.3万 2LDK 1998年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生する可能性はほぼないと予想されます。 

 



48 

 

杉並区 

  

特徴 

23区西部では最も㎡単価が高くなっている。 

価格帯は築年数が 10年くらいまでは㎡単価 55万～70万円が主になっていて、20年く

らいでは 50 万円となっている。築 20 年以降ではばらつきがあるものの 30 万～40 万

円となっている。成約物件のばらつきはバリエーション豊かな物件のある地域、もしく

は駅からの距離の違いが大きくあると考える。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 38％を占め 23 区北部の平均より若干

低くなっている。また築 30 年以上の物件も多く成約しているため買い手は多くいると

考える 

昨年のグラフと比較すると特に変化は見られなかった。 

築 20年以上経過した物件で㎡単価に低下がみられた。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 70万 

築 10年 60万 

築 20年 40万 

築 30年 35万 
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成約物件の一例 

㎡単価 61.6万円 2SLDK 2000年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生する可能性はほぼないと予想されます。 
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板橋区 

 

特徴 

価格帯は築年数が 20年くらいまでは㎡単価 40万円前後が主になっていて、築 20年以

降ではばらつきがあるものの 20万～30万円となっている。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 48％を占め、23 区北部の割合を大き

く牽引し、23区内では最も成約物件に占める築 20年以上の物件の割合が高くなってい

る。23 区内でも㎡単価は低い方であり、値下がり幅も比較的緩やかなので中古マンシ

ョンを買うには最適だと考える。また築 30 年以上の物件も多く成約しているため買い

手は多くいると考える 

昨年のグラフと比較すると全体の成約件数は 20 件程度減少しているものの、成約物件

に占める築 20年以上の物件の割合が 10％程度上昇し、より需要が出てきていると予想

する。㎡単価にあまり変化は見られない。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 50万 

築 10年 40万 

築 20年 35万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

㎡単価 40万円 2LDK 1998年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川が氾濫する降雨を想定したハザードマップによると首都高速 5 号線以北のほぼ全

域で 1～2ｍ以上の浸水が予想されます。荒川沿いと一部地域において 5ｍ以上の浸水

が予想されます。 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては北部の一部で液状化の発生する可能性がある地域があります。 
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練馬区 

 

特徴 

価格帯は築年数が 10 年くらいまでは㎡単価 45 万円前後が主になっていて、20 年くら

いでは 40 万円となっている。築 20 年以降では 35 万円となっている。30 年以降では

25万円程度になっている。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 39％を占め 23 区西部より若干低くな

っている。 

また築 10年～20年の値下がり幅が小さいため短期的に住むには適していると考える。 

また築 30年以上の物件も多く成約しているため買い手は多くいると考える。 

 

昨年のグラフと比較すると成約物件数は 40件程度増加している。 

㎡単価にはあまり変化はみられない。 

 ㎡単価の目安 

新築～ 60万 

築 10年 45万 

築 20年 40万 

築 30年 30万 
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成約物件の一例 

㎡単価 44.3万円 2LDK 1997年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生する可能性がほぼないと予想されます。 
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【中古のマンションを買っても、新築と同様の内装にして住む方法とは？】 

 

築 20 年からの価値が下がりにくい地域では、あえて築 20 年の物件を買い、10 年後に

売却する前提で内装をリノベーション（リフォーム）するのも１つの方法です。 

そうすることで、自分が住んでいる間は好みの内装で過ごすことができ、10 年経過後

も素敵な内装ならば買い手がつきやすくなります。また、売買価格が大きく下がらない

ので、実質リフォーム代＋α 程度で 10年住める可能性もあります。 

ただし、マンションの専有部分であれば何でも自由にリノベーションできるという訳で

はないので、購入前に確認しておくことが必要です。 

 

 

東京のリノベーション業者の一例 

●三井のリフォーム 

●ミサワホームイング 

●（株）イーグル創建 

●（株）外装専科 

●（株）リノベスト 

●新生ホームサービス（株） 

●スペースアップ 

●矢作葵ビル（株） 

●リノべる（株） 

ほか多数 
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▼23区南部（品川区、目黒区、大田区、世田谷区） 

特徴 

23区南部は成約物件数も多く、築 20年以降の成約物件に占める割合も高くなっている

地域である。築 20 年以上の成約物件数では最も多く、築年数の浅い物件から経過して

いる物件まで幅広く存在する地域だと考えられる。 

 

また 1990 年～1995 年の間の成約物件が非常に少なくなっておりバブルによる土地の

高騰やオフィス化が影響しているのではないかと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は直近 2年間の成約したマンションの平均成約価格、平均㎡単価、平均専有面積

をグラフにしたもので、震災後の 2011年 3月～8月くらいまでのグラフを見てみると、

すべて上昇傾向にあった。震災の影響を受けず逆に上昇する現象があった。しかし、

2011年 9月以降下降しており、成約物件数は 200件程度減少しているので、実際の需

要が低下しそれに伴って㎡単価が下落したのではないかと考える。 



56 

 

品川区 

 

特徴 

価格帯は築年数が浅い物件には㎡単価 90万円以上の物件も存在している。 

築年数が 10年くらいまでは㎡単価 70万円前後が主になっていて、20年くらいでは 60

万円となっている。築 20年以降ではばらつきがあるものの 40万円となっている。 

成約物件に占める築 20年以上の物件の割合は約 37％を占めている。 

1990年～1995年の間の成約物件が非常に少ないため、築年数の経過しているマンショ

ンの市場は築 30年近い物件にあると考える。 

 

昨年のグラフと比較すると特に変化は見られなかった。 

 ㎡単価の目安 

新築～ （80万） 

築 10年 65万 

築 20年 50万 

築 30年 40万 
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成約物件の一例 

㎡単価 64.9万円 3LDK 2000年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては東部の一部で液状化の発生する可能性がある地域があります。
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目黒区 

 

特徴 

23区南部では最も㎡単価が高い地域である。 

価格帯は築年数が 10年くらいまでは㎡単価 70～80万円前後が主になっていて、20年

くらいでは 50万円となっている。築 20年～30年以降では、ばらつきがあり主には 50

万～60万円程度。 

成約物件に占める築 20 年以上の物件の割合は約 40％を占め 23 区南部の平均より若干

高めである。23区全体でみても築 20年以上の物件が売れている地域である。 

昨年のグラフと比較すると全体の成約件数は 40件減少している。20年以上の物件の成

約件数は変化していないが価格のばらつきが多くなっている。 

㎡単価では築 20 年以上の物件でも単価の高い物件が多くあり、物件によっては価値を

維持できるものもあると予想する。 

 

 ㎡単価の目安 

新築～ 90万 

築 10年 70万 

築 20年 50万 

築 30年 50万 
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成約物件の一例 

㎡単価 69.0万円 2LDK 1998年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては発生する地域はほぼないと予想される。 
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大田区 

 

特徴 

価格帯は築年数が 10 年くらいまでは㎡単価 50 万円前後が主になっていて、20 年くら

いでは 40万円となっている。築 20年以降では 30万～40万円となっている。 

成約物件に占める築 20年以上の物件の割合は約 37％を占めている。 

築年数が経つごとに㎡単価は落ち着き、比較的低下が緩やかである。 

 

昨年のグラフと比較すると全体の成約件数が 30件程度減少した。 

㎡単価には 5～10万円の低下がみられる。 

㎡単価の目安 

新築～ 60万 

築 10年 50万 

築 20年 40万 

築 30年 35万 
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成約物件の一例 

㎡単価 48.6万円 2SLDK 1998年築 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6～7クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては全域で液状化の発生する可能性がある地域があります。
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世田谷区 

 

特徴 

㎡単価に大きくばらつきがあり、多様な物件がある。成約物件数は 23区で最も多い。 

価格帯は築年数が 10 年くらいまでは㎡単価は平均 65 万円が主になっていて、20 年く

らいでは 50万円となっている。築 20年以降ではばらつきがあるものの 40万円前後と

なっている。㎡単価が幅広く多様な物件、または駅からの距離にばらつきがあると予想

できる。 

成約物件に占める築 20年以上の物件の割合は約 34％を占めている。 

 

昨年のグラフと比較すると特に変化は見られなかった。 

㎡単価の目安 

新築～ 80万 

築 10年 65万 

築 20年 50万 

築 30年 40万 
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成約物件の一例 

㎡単価 60.0万円 3DK 1995年築 

 

 

自然災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震に関しては最大で 6クラスの地震の発生の可能性があります。 

液状化に関しては南部の一部で液状化の発生する可能性がある地域があります。 



64 

 

▼まとめと考察 

 

成約物件数と割合 

2011年版 2012年版 

10510件 10209件 

この 1 年間で 300 件程度の減少がみられた。これは単に誤差の範囲もしくはこの震災

でマンションを買い控える人が増えたことが原因なのではないかと考える。 

 

地区名 全成約件数 築 20年以上 割合 

都心 5区 2217件 762件 34.3％ 

23区東部 2308件 779件 33.7％ 

23区北部 1605件 544件 33.9％ 

23区西部 1862件 764件 41.0％ 

23区南部 2217件 807件 36.4％ 

23区東部は 23区内で最も多く 2308件であるので物件が多くあると思われる。 

最も築 20年以上マンションが売れているのは 23区西部だが、成約件数でみると 23区

南部である。そのため 23区西部または南部は中古市場が大きいと思われる 

 

直近 2年の平均㎡単価、平均専有面積、平均価格 

地区名 平均㎡単価 平均専有面積 平均価格 

都心 5区 70万円前後 55㎡ 4000万円前後 

23区東部 43万円前後 64㎡ 2800万円前後 

23区北部 53万円前後 55㎡ 3000万円前後 

23区西部 47万円前後 58㎡ 2700万円前後 

23区南部 60万円前後 62㎡ 3600万円前後 

 

都心 5区では㎡単価が最も高く専有面積が低いことがわかる。 

また 23区東部では㎡単価が最も低く専有面積は最も広いことがわかる。 

このようにみると、広さなどの居住性を重視したマンションを買うなら 23 区東部また

は西部がお得。土地の利便性やブランド感を求めるなら都心 5区をお勧めします。 
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▼築 10年のマンションを 10年だけ保有した場合における㎡単価の下げ幅 

 

このように足立区、板橋区、練馬区では㎡単価が下がりにくく場合によっては 10 円

間だけ住むのであれば、賃貸に住むよりもお得に住めるかもしれない。 

また新築時の㎡単価が高い地域では値下がり幅が大きくなることがわかった。そのた

めある程度価格が落ち着いてからのほうが単価は下がりにくくなっている。 

 

 

 

住みたいまちランキング 

上位 30位の内東京 23区だけでランキングにしてみると以下のようになる。 

 

1位 世田谷区 

2位 港区 

3位 目黒区 

4位 新宿区 

5位 渋谷区 

6位 杉並区 

7位 品川区 

7位 文京区 

9位 江戸川区 

10位 中野区 

 

2010年 10月時点 

世間一般の意識はこのようになっているので参考までに・・・ 

 

20万円 15万 10万 5万 

千代田区 渋谷区 中央区 足立区 

港区 江東区 新宿区 板橋区 

文京区 台東区 墨田区 練馬区 

豊島区 品川区 葛飾区  

中野区 世田谷区 江戸川区  

杉並区  北区  

目黒区  荒川区  

  大田区  
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この図は東日本大震災の半年後に行われた住宅選びに対する意識調査の結果を表した

ものである。以前よりも重視したいと思う項目の上位 3位に耐震性や立地、災害に対す

る項目といざという時の避難と震災後の生活備え、管理の面に言及する回答が多くあっ

た。 

 

このように東日本大震災を機に消費者やデベロッパーの意識が災害対策の方に向くよ

うになり、住宅選びの基準や価値観が変化したと思われる。
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▼さいごに 

今回この課題に取り組むにあたって、震災の影響がどのように出ているのか、また震災

の影響が価格や成約件数に出ているであろうという仮説を持って調べていきました。 

 

実際に直近 2 年間の㎡単価をみると、地域によっては震災以降に下降がみられました。

しかし、下落せずに上昇している地域もありました。上昇が見られた地域は地盤などが

比較的強くほかの地域よりも人気が出たことが要因ではないかと推測できました。そし

て、自然災害の安全性も考慮に入れた住宅選びが行われたことが想定できました。震災

後すぐには中古マンションの買い控えなどが発生したが、徐々に消費者が冷静になり回

復していったものと思われます。 

 

区ごとに調べていくことで、普段は意識していなかった地盤やハザードマップの防災情

報、㎡単価の高い地域・低い地域、値下がりが少ない地域などを知ることができました。

地域ごとの㎡単価や成約件数における様々な特徴を理解し、自分の将来に役立つだけで

なく、住宅購入を検討している人の役に立てることを本当にうれしく思います。 

 

今回の調査で得た結果から、もし自分が中古マンションを買うなら、㎡単価の高い地域

で 6000 万を出して買うよりは、板橋区や練馬区で築 10 年の 3000 万程度の物件に 10

年住み、その売却資金でさらに築 10年の 3000万程度の物件を買いたいと思いました。 

 

また、リノベーションのできる物件であれば築 20 年程度の物件で同じことをします。

新しい物件と異なり、築 20 年以降の物件の価格には大きな下落は見られません。そう

すればリフォームの価格だけで 10 年住むことができます。渋谷区や港区、千代田区に

住みたい思いもありますが、現実性を考えた地域選びにしました。 

 

中古マンションの「購入」は賃貸とは違って一度住んだら簡単に引っ越す訳にはいきま

せん。そのため、このマンション（この物件）に住みたいという願望より、この町に住

みたいという願望が優先されると思います。また、価格だけにとらわれず利便性や治安、

防災などの様々な視点から検討されることが重要です。 

 

そして金銭面に関しては、ファイナンシャルプランナーを積極的に活用することで、購

入後のライフプランまで見通しながら、お得に住宅購入をするだけでなく個々のニーズ

に合った理想の暮らしが実現しやすくなると思います。
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【監修者コメント】 

 

私自身は、2011 年 3 月 11 日にある物件の内件を予定していたのですが、震災

で交通機関が止まって見れず…でも、翌週に内件した上で２度の価格交渉を経

て購入しました。実際に購入したのは、文京区内で駅 1 分の築 19 年の中古マン

ション。その際、当レポートの前年度版「中古マンション価格の法則 2011」を

参考にしたことで、震災直後でも自信のある意思決定ができました。 

 

今回、この課題を上野さんにチャレンジしてもらったのは、役立つレポートの

最新版を作ってもらうだけでなく、震災が都内の中古マンション価格に与えた

影響をより具体的に確認したかったからです。結果として、23 区の各地域にお

ける自然災害の影響も含む充実したレポートができました。これを参考にする

ことで、マンション購入を慎重に検討しているお客様により付加価値の高いコ

ンサルティングが提供できると確信しています。 

 

        株式会社 住まいと保険と資産管理・代表取締役 白鳥 光良 

 


